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四六判・並製 

定価（本体1500円＋税） 
ISBN 978-4-8127-0251-2 

 

 
        ─ 2008年4月4日 ついに発売開始！─ 

 
9.11テロを事前警告したブラジルの「眠れる予言者」、 
ジュセリーノ氏を日本で初めて紹介した著作 
『未来からの警告』（ジュセリーノ予言集１）に続く 
シリーズ第２集！ 

 
予言集Ⅰの刊行から１年───。 
綿密なリサーチと編集を重ね、ついに第２集の刊行が決定となりました。 
共著者に大学教授サンドラ・マイア女史を迎え、ジュセリーノ氏自らが記す近未来の地球、２０４３年問題の真意や、テレビなどでは語る事のできなかった衝撃的な新予言の数々が、前作を超えるスケールで展開します。 
 
ジュセリーノ予言の真髄と、来る歴史の目撃者となる本作にご刮目下さい！ 
 

ネットショップにて受付中です。 
（下のバナーをクリックすると、販売ページへジャンプします） 

 
 

 
 

マリオ・エンジオ・著 
韮澤潤一郎・監修 
山川栄一・訳 

 
四六判・並製 

定価（本体1500円＋税） 
ISBN 978-4-8127-0234-5 

 

 

 
 

各国政府や情報機関も注目！ 
ノストラダムスを超える、 
的中率９０％の予言者がブラジルに出現した！  
近未来の人類存亡の危機を警告する！  

 
【的中した主要事件】 
9.11テロとイラク戦争、サダム・フセインの所在情報／スマトラ沖大地震／チェルノブイリ原発事故／東京地下鉄サリン事件／ダイアナ妃事故死／プレスリー、ビートルズ、クイーンらの事故、病気、死亡／アイルトン・セナの事故（殺人だったとしている）／ブラジルのワールドカップ優勝年／阪神・淡路大震災／新潟中越地震 
 

目次を見る （Adobe Readerが必要です） 

http://www.7andy.jp/books/detail?accd=R0320348�
http://www.7andy.jp/books/detail?accd=R0320348�
http://tamabook.com/newrelease/img/2007/title/future.gif�
http://www.adobe.co.jp/products/acrobat/readstep.html�


 

 
昨年末のテレビ特番で紹介され、日本国内でも大きな反響を巻き起こした 

ブラジルの驚異の予言者、ジュセリーノ氏。 
現在、当社から刊行したジュセリーノ予言シリーズ 

『未来からの警告』に関連して、多くの媒体様から関心を寄せて頂いております。 
 

当社としましては、書籍制作を第一に考えておりますので、 
次回作刊行までは、マスコミ取材を極力自粛させて頂いておりますが、 

ここでは、申し込みがあった媒体様からのニュースを中心に、ご紹介いたします。  

 

ジュセリーノ・ノーブレガ・ダ・ルース氏 
（ブラジル サンパウロ在住） 
 

９歳の頃から、家族の身に降りかかる事故などを見通す能力があり、以来数々の世界的な大事件を予知。そのデータをまとめた本が最近出版され、ブラジルではテレビや雑誌などからインタビューが殺到している。 
ジュセリーノ氏の予知は、夢によって情景が出てくる。同時にその内容を伝えるべき相手の名前と住所が夢の中で指定される。ブラジル国内だけでなく世界中で起きる大事件も数多い。 
日本では2006年12月30日のテレビ朝日の特番にて、初のインタビューが行われた。 

 

UP : 2010.01.14 

１月号最新ニュース  

 

ハイチ大地震に近い予言が！ 

 
1月12日、マグニチュード7.0という大きな揺れで、多大な被害を及ぼしてしまったハイチ大地震ですが、 
「続・未来からの警告」巻末の年表(357ページ)にて、非常に近い地理と日付の予言がありました。 



 

年表中にある予言の内容では、 
「コロンビアで、2010年1月20日、M7.1の地震」 
となっていますが、コロンビアはハイチと海を挟んで向かいにある国（左図の赤がハイチ、緑がコロンビア）ということで、 
地球規模的に見るとたいへん近い場所にあります。 
日付も非常に近いですが、マグニチュードの数値にあってはほぼ同じということになります。 
本件についてのジュセリーノ氏からのコメントはまだありませんが、続報が入り次第、お知らせする予定です。 
 
ニラサワさんのコメント（たまBBSより） 
「ハイチがあるドミニカ共和国は、コロンビア共和国の対岸にあり、海洋領海線は接しており、極めて近いと言えます。 
ちなみに「未来からの警告」の年表では「2010年1月にコロンビアで地震」とあります。 
今回の地震の規模は最初M7.3と報道され、その後M7.0に訂正されましたから、予知のM7.1は的中といえるでしょう。」 
 
 

 
 
UP : 2008.09.27 

９月号最新ニュース  

 

 
 

ジュセリーノ・ノーブレガ・ダ・ルース 
 

緊急特別講演会 全国ツアー  

 
 

 

① 第３回来日講演会が決定！ 

 
洞爺湖サミットに合わせた前回の来日公演から、ジュセリーノ氏は日本人の温暖化による気温上昇に伴う最適居住地として北海道に注目し、今回はその北海道を中心に講演を行います。 
また、地殻変動による日本列島消失？の当面の手立てとしても、この地域が日本民族の生命線になると考え、北海道現地での下地作りに力を入れられている模様です。 
今回の講演ツアーは、氏の予知による先見の明に基いて行われるようですので、ご興味のある方は、是非ご参加ください。 
拡大講演スケジュールなど、今後の講演の予定やお申込については、公式ホームページをご覧下さい。 
 
←画像をクリックすると、予定などの情報が見られます。 

 

日 時： 2008年11月4日～11月7日 
主 催： ジュセリーノ・ノーブレガ・ダ・ルース事務局  
 

http://tamabook.com/jucelino/image/2008/hokkaido_08_09_L.jpg�
http://www.jucelinodaluz.jp/kouen.html�


<<チケット申し込み・会場案内はバナーをクリック！ 

ジュセリーノ予言特番 

 
 

「史上最強の予言者 
 

ジュセリーノ ・Ⅱ 
 

～貴方は生き残れるか～」 
 
 

－テレビ東京系－  

2008年10月09日（木曜日） 

19:00～21:00 

②ジュセリーノ予言特別番組、第2弾 
放送決定！ 

 
前回特別番組の大反響をうけ、ジュセリーノ氏の来日とともに、特別番組の第2弾の放送が決定しました！ 
今回も2時間枠の放送となり、前回とは違う角度からの内容をになる模様です！ 
 
ニラサワさんのコメント 
「すでに８月から現地ロケが敢行されていますが、今回はブラジル要人の安全にかかわる予知警告が明らかになり、その経緯が取り上げられるとのことです。 
このような不幸なケースの場合、警告文書を受け入れて対策を講じていたなら、その予言内容は起きなかったでしょうが、その通りになってしまったということになると、警告された内容を信じなかったか、見るのを拒否していたのかもしれません。ともかく詳細の判断は、番組を見てからという事とになると思います。」 

 
 

↑画像クリックで、拡大内容が見られます。 

③ 日テレ特番で、ジュセリーノ予言紹介 

 
本年9月に放送された、日本テレビ系「モクスペ」世紀の大予言特番、「緊急検証！ 世紀の大予言ＳＰ～人類滅亡７つの警告」にて、ジュセリーノ予言が紹介されました。 
番組には、弊社社長・韮澤潤一郎が、スタンフォード研究所の千葉正毅博士や、あの大槻教授とともに出演。 
某タックルよりも落ち着いた？雰囲気の中、肯定派の他出演者の皆さん等と、トークを繰り広げました。左の画像は、番組を紹介する新聞TV欄の切り抜きになります。 
 
ニラサワさんのコメント 
「ジュセリーノ、マヤ・カレンダー、聖徳太子、ヒトラー、タイムトラベラー、ダビンチ、ニュートンなど少し新しい路線の予言を取り上げられましたが、不思議なことに、いずれの予言も、２１世紀半ばに何らかの世界的な変動に見舞われるというところが注目されます。 
千葉博士は、ご自身でジェット機を操縦しながら世界中を飛び周り、2度ＵＦＯに遭遇している科学者です。今回は非常に強力な援軍として参加して頂きました。 」 

 
UP : 2008.07.08 

７月号最新ニュース  

 

① 「韮澤潤一郎コラム：８９」 更新！ 

 
今回は、四川地震予言の真相や9月予言に迫ります！議員連盟会合のエピソードも！ 
→こちらをクリック！ 

http://tamabook.com/j_nirasawa/frame.html�
http://tamabook.com/j_nirasawa/frame.html�


（新コラムがアップされている場合は、バックナンバーからコラム８９をクリックしてください。） 

② 訂正内容の掲載 

 
第5版までの「ジュセリーノ予言集・未来からの警告」に関しまして、非常にごくわずかですが、 
訂正箇所が見つかりました。つきましては、こちらよりご確認をお願い申し上げます。 
（ページ上の「誤植報告とお詫びについて」からもリンクしております） 

③ 各誌特集記事のご紹介 
 
『続 未来からの警告』の発売やジュセリーノ氏の来日になどにあわせ、各誌で特集記事が組まれました。 
今回は、その内容の一部をご紹介いたします。いずれも力の入った特集になっております。 
 
※画像をクリックすると、それぞれの拡大内容が見られます。大きい場合は画面スクロールしてご覧ください。 

 

週刊実話 （日本ジャーナル社） 

2008年6月12日号 モノクロ３ページ記事（画像は最初の２ページ） 
 
ニラサワさんのコメント 
「けっこう丁寧に取材して書いています。こちらの記者さんより、ジュセリーノ氏が、四川地震が起きる数日前に、私（韮澤）電話で予告したと話していたとの連絡を頂きました。確かに来日直後、電話を頂いていましたが、茨城沖地震が起きた翌日で、そのことが頭にあって興奮していたので、ジュセリーノ氏のお話の内容が、てっきり9月の南寧の地震の事だ
と思い、詳しく聞かなかった事が悔やまれます。」 

 

 

サーカスＭＡＸ （ＫＫベストセラーズ） 

2008年夏号 モノクロ３ページ記事（アップ画像は２ページ目） 
 
ニラサワさんのコメント 
「今年９月の東南海地震と鳥インフルエンザなどのウイルス禍、それに２０４３年問題について詳しく取材しています。 ただ…ジュセリーノ氏はヌード写真の出ているメディアに出ることは好まないようです。いかにも敬虔なキリスト教徒だという気がします。今後の取材はおそらく、堅い内容の雑誌に限られるようになるかもしれません。」  

 

 

フラッシュ （光文社） 

2008年6月24日号 モノクロ３ページ記事（アップ画像は２～３ページ） 
 
ニラサワさんのコメント 
「来日公演の最終日である名古屋の講演会で、駆け込み取材を行った記事が載っています。四川地震を予知していたのではないか？という可能性を認めて、取材に踏み切っているようです。最も直近の８月６日、東京で起きると予言される地震に注目し、中央防災会議の想定を紹介していますが、９月の名古屋の地震の予知で出ているマグニチュードは８・６で
すから、南寧の地震と混同していますね。」  

 

http://tamabook.com/jucelino/seigo.html�


 

フラッシュ （光文社） 

2008年7月01日号 モノクロ４ページ記事（アップ画像は４ページ目） 
 
ニラサワさんのコメント 
「最初の３ページでは、もっぱら岩手・宮城内陸地震の惨状が掲載されています。前号でジュセリーノが紹介されたので、編集部に電話の問い合わせが殺到したと書かれています。じつは以前、ジュセリーノ特番を放送したテレビ局にも、この地震の頃に電話がたくさんあったと聞いています。記事中では、「予言集Ⅱ」の月別予言５月にある、千葉の地震の事で
はないかと検証していますが、日付とマグニチュードが合ってますから、そのような解釈も成り立つと思います。」  

 

 

ＳＰＡ！ （扶桑社） 

2008年7月01日号 カラー４ページ記事（アップ画像は２ページ目） 
 
ニラサワさんのコメント 
「最初のコピーが、『日本の若者へメッセージを送りたいという、稀代の予言者を直撃した！』とうたっているだけに、脚注をつけるなど力の入ったインタビューと記事立てをしています。 
当サイトのコラムでも書きましたが、中国の政府関係者や民間人に、四川と南寧地震の予知文書を送ったという話が載っています。『命を狙われる』というところは、中国当局の統制の厳しさを感じさせます。文書を受け取っていた人たちから来た返信メールの内容から察し得たのでしょう。」 

UP : 2008.06.26 

６月号最新ニュース  

 

ジュセリーノ・ノーブレガ・ダ・ルース 
 

日本特別講演  

ジュセリーノ氏が急遽再来日講演！ 

 
最新刊「続 
未来からの警告」をはじめ、5月の日本縦断講演の反響も冷めやらぬ中、ジュセリーノ氏の日本特別講演が決定しました！ 
 
北海道から四国まで、最新の予言と、日本への特別なメッセージをジュセリーノ氏が語る、充実した時間となる予定です。 
開催会場をチェックの上、是非ご来場下さい！ 

 

日 時： 2008年7月8日～7月20日 
 
主 催： ジュセリーノ・ノーブレガ・ダ・ルース事務局  
 
<<チケット申し込み・会場案内はバナーをクリック！ 

UP : 2008.04.15 

４月号最新ニュース  

 



ジュセリーノ・ノーブレガ・ダ・ルース 
 

緊急特別講演会 全国ツアー  

ジュセリーノ氏の日本列島縦断講演！ 

 
いよいよ「続 
未来からの警告」も出版され、早くも各方面からの反響も寄せられていますが、日本国内から届くたくさんの声に応え、ジュセリーノ氏による日本縦断の講演ツアーが決定いたしました！ 
 
北海道から九州まで、ジュセリーノ氏が日本の人々に寄せる、特別な予言・メッセージを語る貴重な講演となる予定です。会場をチェックの上、是非ご来場下さい！ 

 

日 時： 2008年5月7日～6月5日 
 
主 催： ジュセリーノ・ノーブレガ・ダ・ルース事務局  
 
<<チケット申し込み・会場案内はバナーをクリック！ 

UP : 2008.03.20 

３月号最新ニュース  

 

 

「韮澤潤一郎コラム：８８」 更新！ 

 
今回は、刊行を直前に控えた「続 
未来からの警告」の編集作業を振り返り、予言の流れを把握するための重要ポイントや、今後の展開について述べています。 
→こちらをクリック！ 
 
（新コラムがアップされている場合は、バックナンバーからコラム８８をクリックしてください。） 

 

UP : 2008.02.06 

２月号最新ニュース  

 

各誌特集記事のご紹介 

 
『続 
未来からの警告』の発売間近ということもあり、多くの誌上でジュセリーノ予言が特集されています。 
今回は、恒例の東スポ記事とその他２誌の内容をピックアップし、内容の一部をご紹介いたします。 
いずれも力の入った特集になっておりますので、続きは是非書店でお確かめ下さい。 
（東京スポーツは、弊社社長・韮澤潤一郎による連載記事です。） 
 
※画像をクリックすると、それぞれの拡大内容が見られます。 

http://tamabook.com/j_nirasawa/frame.html�
http://tamabook.com/j_nirasawa/frame.html�


 
 
東京スポーツ 2月6日号 

 
 
ムー(学研) 2月号 

 
 
週刊ポスト 2月8日号 

UP : 2008.01.21 

１月号最新ニュース  

 

ジュセリーノ未来予知 
 

緊急来日講演会 

 
（たま出版・ソフトバンククリエイティブ後援） 

①ジュセリーノ氏の緊急来日決定！ 

 
昨年末放送の特番への大きな反響とお問い合わせが続く中、ジュセリーノ氏が早くも再来日し、1度だけの講演会を行います。 
「このままでは地球が危ない。」と語るジュセリーノ氏。人類が自然（地球)と共生し生きながらえるには何が必要なのか？など、予言内容とともに語られます。是非会場までお越しください！ 

 

日時：2008年1月27日(日) 
 
開演：午後7時 
 
会 場： 新宿区立四谷区民ホール 
※地下鉄新宿御苑駅より徒歩5分 
 
主 催： ㈱ティーファクター 
 
後 援： たま出版、ソフトバンククリエイティブ 
 
入場料：前売り3000円 当日3500円  
定員：約450名 
 
チケット申し込みはこちらをクリック 
※空席がある場合は当日券でご入場できます。 

http://www.jucelino.net/�


 
<< 画像をクリックすると、拡大内容が見られます。 
  （PDFファイルになっています） 

  

『ジュセリーノ予言特番』 
 

（番組名未定） 
 

－テレビ東京系－  

2008年02月12日（火曜日） 

19:00～21:00 

②ジュセリーノ予言特別番組 
放送決定！ 

 
昨年末放送の日本テレビの特番に続き、ジュセリーノ氏のさらなる来日にあわせ、早くも特別番組の放送が決定しました！ 
今回も2時間枠の放送で、前回より更に強力になる模様です。 
 
ニラサワさんのコメント 
「内容は地震・感染爆発・温暖化・メテオのテーマごとに、科学者による検証が行われるとの事です。お時間のある方は、是非ご注目ください！」 

 

 

 
 


